
 

 

 

 

 

  

非認知能力 
教務主任 増田 博文

 

学年閉鎖や学級閉鎖が続く中でしたが、無事、スキー移動教室や鎌倉校外学習を行なうことができまし

た。生徒たちは、それぞれの行事に期待をふくらませながら、事前学習や話合い、係の役割などに真剣に

取り組んできました。 

 本校では、春の運動会、秋の文化発表会に加え、スキー移動教室や校外学習などの行事を大切にしてい

ます。これらは、生徒だけでなく、保護者や地域の皆様にも関心をもって見守っていただいている教育活

動です。では、なぜ教科の学習ではないこれらの行事に、学校が取り組むのでしょうか。言い換えれば、

なぜ受験に直接関係がない行事に、時間と労力をかけて取り組むのでしょうか。 

 それは、よりよい社会と幸福な人生の創り手となるための力、いわゆる「生きる力」を身に付けること

を目的に、「実際に行動・体験することを通して学ぶ」ことが求められ、仲間とともに活動し、協力し合

い、困難を乗り越える経験そのものが、大きな学びとなるからです。 

 スキー移動教室では、雪上での技能向上だけでなく、仲間と励まし合い、助け合いながら活動する姿が

見られました。また、鎌倉校外学習では、歴史や文化に直接触れるとともに、公共の場でのマナーや集団

行動の大切さを学ぶ機会となりました。計画通りに進まない場面や、思いがけない出来事にも直面しまし

た。しかし、その一つ一つが、生徒一人一人の「生きる力」を育てる貴重な経験の場となりました。 

 学校は「学ぶ場」であり、そこには多様な学びがあります。特に、特別活動や校外での体験活動には、

あらかじめ決められた正解はありません。だからこそ、失敗や戸惑いを経験し、そこから学び、次に生か

そうとする力 ―レジリエンス（困難を乗り越え、未来につなげる力）― が育まれていきます。 

 ３年生は、３年間の学校生活を通して、「生きる力（人間関係形成・社会参画・自己実現）」を実体験

として学んできました。そして今、「進路選択」という人生の大きな節目に立っています。ここで求めら

れているのは、単なる知識の量だけではありません。行事を通して育んできた、失敗や戸惑いから学び、

未来へとつなげる力です。 

学校生活で学んできた力は、生徒が進路を切り拓くための大きな原動力となっていきます。生徒たちが

さまざまな行事で出会った困難を乗り越えてきた経験そのものが、これからの人生を支える確かな自信と

なるはずです。 生徒たちには自分の力を信じ、自らの手で未来を掴み取っていくことを期待しています。 
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南が丘通信 

教育目標 

進んで学び深く考え、積極的に行動する人 

思いやりの心を持ち、互いに協力する人 

心身ともに健康で、創造力のある人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●１年鎌倉校外学習● 

 １年生は２月６日（金）に、鎌倉へ校外学習

に出かけました。インフルエンザ流行による学

年閉鎖のため、１週間遅れての実施でした。 

 いつもはスマートフォンの機能を使用する生

徒も、この日は紙ベースの地図を持ち、初めて

の道を目的地までたどる経験は新鮮だったよう

です。気候にも恵まれ、全ての班がほぼ予定通

りに練馬高野台駅に帰着しました。班員で協力

した経験を今後に生かしましょう。 

●Ｅ組・２年スキー移動教室● 

 Ｅ組は１月２０日（火）～２２日（木）、２

年生は 1 月２３日（金）～２５日（日）の２泊

３日でスキー移動教室に出かけました。宿舎はい

ずれもベルデ軽井沢でした。 

 スキーは初めてという生徒も、現地のコーチ

の方々の丁寧な指導を受けて、みるみる上達し

ました。また、宿舎では自分の係の役割をしっ

かりと果たしながら、仲間たちと楽しい夜を過

ごすことができました。 

●タブレットＰＣの入れ替え● 
 生徒に貸し出されている現行のタブレット PC

のリース期間が令和８年２月末のため、１・２

年生については先週より順次、タブレットＰＣ

の入れ替え作業を行っています。 

 これまでの使用状況を振り返ると、生徒たち

は日々の授業にタブレットＰＣを活用し、大切

に扱っていました。その反面、持ち帰らずに教

室へ置きっぱなしの生徒や、家庭での充電を忘

れる生徒、うっかり乱暴な扱いをしてしまう生

徒も後を絶ちません。練馬区より貸与されてい

る大切な機器です。この機会にもう一度、ご家

庭でも扱い方の確認をお子様とともにしてくだ

さるよう、ご協力をお願いします。 

◆保護者会・研究発表会（再掲）◆ 
３月６日（金）午後２時より全学年対象の保護

者会を開きます。今年度の振り返りと、春からの

指針を確認する重要な機会となります。ぜひ多く

の保護者の皆様のご来校をお待ちしております。 

また、３月１０日（火）、令和６・７年度の２

年間で行ってきた「練馬区教育委員会教育課題研

究指定校」の研究発表会を予定しています。午後

１時３０分より各学年代表生徒によるプレゼン

テーションの発表があり、その後、研究のご指導

をいただいた熊本市立西原中学校 松岡珠美先生

から「時代に応じた人材育成につながる中学校の

総合的な学習の時間」という題で講演をいただき

ます。保護者の参観も可能です。 


